
標準ガイドライン群
改定のポイント

令和8年3月改定予定



2

はじめに

本編 解説書 実践ガイドブック

約100ページ

政府の情報システムが、
企画、調達、開発、運用等で
守るべきルールを記載

実践的なノウハウ、進め方、
注意点、実例、ひな形※等を

記載

約400ページ

＋ ひな形等の別紙
約300ページ

ルール部分の
逐条解説

（趣旨や例示等）

Normative Informative Informative

デジタル・ガバメント推進標準ガイドラインの三部作（本編、解説書、実践ガイドブック）は、毎年度、改定を行っています。

今年度の改定予定内容が固まりましたので、本資料で概要をご説明します。

※ ひな形の一部として公開している調達仕様書テンプレート・要件定義書テンプレートについてはp.9を参照ください。
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「デジタル・ガバメント推進標準ガイドライン」本編の改定内容

１．本編

Normative
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1. 標準ガイドライン（本編） 改定内容の一覧

今回の標準ガイドラインの改定において、政府の情報システムが企画、調達、開発、運用等で遵守すべきルールの記載については、

変更はありません。

以下のとおり、表記の修正のみを実施しています。

• 国家サイバー統括室（NCO）発足に伴う表記の修正（1ヵ所）

「内閣サイバーセキュリティセンター（ＮＩＳＣ）」を「国家サイバー統括室（ＮＣＯ）」に修正
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「デジタル・ガバメント推進標準ガイドライン解説書」、

「デジタル・ガバメント推進標準ガイドライン実践ガイドブック」の改定内容

２．解説書・実践ガイドブック

Informative
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２．標準ガイドライン解説書、実践ガイドブック（別紙含む） 改定内容の一覧

今回の改定における解説書、実践ガイドブックの改定内容は以下のとおりです。

No 改定概要 改定理由 改定箇所

1 テスト工程において不具合が多発する場合、PJMOは事業者に対してテストの中断、
及び抜本的な改善を求める旨と、事業者からの改善案の提示を受けて、PJMOはその
有効性を精査したうえで、再テストの開始可否を判断する旨を追記した。

テスト工程において不具合が多発する場合に、PJMO
がテストの中断／再テストの開始を適切に判断できる
ようにするため。

実践ガイドブック
第7章 
Step.3-3-G

2 障害の恒久対策の実施にあたり、PJMOは事業者に対して根本原因分析、横展開
確認、再発防止を依頼し、報告を求める旨を追記した。

同様の障害や不具合が繰り返されることによる品質
低下やスケジュール遅延を防止する工夫を周知する
ため。

実践ガイドブック
第9章 
Step.2-2-D

3 一般競争入札のような行政特有の調達に係るルール、PMO/PJMOのような標準ガイ
ドラインに特有の用語や考え方の解説を新たな別紙として整理した。

標準ガイドラインの記載は、一般的なITガバナンスや
ITマネジメントの考え方に則っているが、行政特有の
事情等もあるので、一般的な考え方との違いを容易
に理解できるようにするため。

別紙 1章

4 既存情報システムの機能改修を行う場合、既存の要件と改修の要件を明確に分離し、
改修で追加する画面や機能などを「改修要件定義書」として取りまとめる方法が有効
である旨を追記した。

既存の要件と改修の要件を明確に分離し、第三者が
改修要件をより理解しやすくするため。

実践ガイドブック
第6章 
Step.3-1-C

5 実際の各プロジェクトから頂いたフィードバックや要望等を踏まえて、
調達仕様書テンプレート・要件定義書テンプレートへ追記を行った。

要件の具体的な記載例等を充実し、PJMOにとって
より実用的な内容とするため。

別紙 5章
別紙 6章

詳細はp.7

詳細はp.7

上記以外にも、以下の内容を標準ガイドライン解説書、実践ガイドブックの各所に追記。

• 国家サイバー統括室（NCO）発足に伴う表記の修正

• データ連携に関するドキュメント（DS-400関連）の掲載見直しに伴い、関連箇所を修正

• 要件定義書標準テンプレートに記載されている移行判定基準と実践ガイドブックの当該基準の記載の整合

詳細はp.8

詳細はp.9～13

詳細はp.8
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◼ 改定の目的

• テスト工程において不具合が多発する場合に、PJMOが事業者に対してテ
ストの抜本的な改善を求められるようにするため。

◼ 改定箇所

• 実践ガイドブック 第３編 第７章 Step.3-3-G テスト計画を作成する
【修正】

テスト計画時にテストの中断／再テストの開始条件を定める（一部紹介）

G. テスト計画を作成する
（中略）

また、各テストを実施する前に、テスト計画書の内容を踏まえて、テストシナリオ、テスト項
目、使用するテストデータ、合否判定基準等をテスト実施要領にまとめます。なお、ドキュメ
ントの名称は案件によって異なっていても問題はなく、これらの項目を事前に定義しているこ
とが重要です。
さらに、テストの実施に当たっては、システム品質に問題があり、テスト工程において不具

合が多発する場合があります。そのような場合、 PJMOは事業者に対してテストの中断、
及び体制・プロセス・環境等の抜本的な改善を求めます。その際に、該当のテスト工程にと
どまらず、テスト工程全体を対象に改善を求めることが重要です。特に社会的影響が大き
いシステムでは、不具合が国民生活・社会経済活動に重大な影響を及ぼすおそれがある
ため、より慎重な対応が必要です。
事業者から改善案が提示された際には、PJMOはその有効性を精査したうえで、再テスト

の開始可否を判断します。この判断を円滑に行うため、システムの重要度やリスクによって
は、テスト計画書にあらかじめ以下のようなテスト中断／再テストの開始条件を定めておく
ことが望ましいです。これにより、必要となった際に判断のばらつきを防止し、迅速な判断が
可能となります。

◼ 改定の目的

• 同様の障害や不具合が繰り返されることによる品質低下やスケジュール遅
延を防止する工夫を周知するため。

◼ 改定箇所

• 実践ガイドブック 第３編 第９章 Step.2-2-D 障害発生時の役割分
担に注意する【修正】

障害や不具合等の根本原因分析、横展開確認、再発防止等を行う（一部紹介）

D. 障害発生時の役割分担に注意する
障害が発生しない情報システムは、ほぼありません。大切なのは、障害が発生した際に適

切な対応を取ることで被害を最小限に留め、暫定対策から恒久対策を実施し、将来にわ
たって同じ又は同じような障害を発生させないようにすることです。恒久対策の実施に当たっ
ては、PJMOは事業者に対して以下の根本原因分析、横展開確認、再発防止を依頼し、
報告を求めます。事業者から報告を受けたら、PJMOは当該報告について当該事業者へ
疑問点を確認して、根拠に基づいた納得感のある報告となっているかを確認します。これは
障害が発生した場合に限らず、プロジェクトの全工程を通じて求められます。なお、障害の
原因がPJMO側にある場合（要件定義の不備、レビューの見落とし、情報資産管理の不
備等）も、PJMO内で同様に根本原因分析、横展開確認、再発防止のプロセスを実施
することが重要です。

⚫ 根本原因分析
表層の理由だけでなく、深層の原因（真因）にまで深掘りして調査すること。

⚫ 横展開
発生した障害や不具合等と同じ原因の、他の障害等が潜在していないかを確認し、
是正すること。

実践ガイドブック追記箇所 1/2

1 テストの中断／再テストの開始条件 2 障害等の根本原因分析、横展開確認、再発防止

※ 下線：今年度の改定箇所
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◼ 改定の目的

• 標準ガイドラインの記載は、一般的なITガバナンスやITマネジメントの考え
方に則っているが、行政特有の事情等もあるので、一般的な考え方との違
いを容易に理解できるようにするため。

◼ 改定箇所

• 実践ガイドブック 別紙【新設】

標準ガイドラインに特有の用語や考え方の解説（一部紹介）

◼ 改定の目的

• 既存の要件と改修の要件を明確に分離し、第三者が改修要件をより理
解しやすくするため。

◼ 改定箇所

• 実践ガイドブック 第３編 第６章 Step.3-1-C 既存情報システムの機
能改修を行う場合に準備するドキュメントを理解する【修正】

機能改修時に準備する改修要件定義書の解説（一部紹介）

C. 既存情報システムの機能改修を行う場合に準備するドキュメントを理解する
既存情報システムの機能改修を行う場合、新規構築時の要件定義書に機能改修の

要件を混在させてしまうと、機能改修業務で改修するものが何か、把握できなくなるおそれ
があります。こうした混乱を防ぐため、下図のように、既存の要件と改修の要件を明確に分
離し、改修で追加する画面や機能などを「改修要件定義書」として取りまとめる方法が有
効です。この方法を選択する場合、既存の要件が改修後も維持されるよう、当該情報シ
ステムの改修前における最新の要件定義書も調達仕様書一式に含めることを推奨します。
なお、要件定義書は継続的にメンテナンスし、最新の状態に保つことが重要です。そのた

め、当該情報システムの構築後に実施済みの改修がある場合は、その改修の要件を要件
定義書に反映し、既存の要件が漏れなく分かるようにしましょう。

実践ガイドブック追記箇所 2/2

3 用語や考え方の解説 4 改修要件定義書の解説

※ 下線：今年度の改定箇所
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調達仕様書
テンプレート

要件定義書
テンプレート

（参考）調達仕様書テンプレート・要件定義書テンプレートについて

実務で使える細かな粒度で、調達仕様書等の記載文章の案や考え方等を示しています。毎年、内容を更新しています。
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調達仕様書テンプレート・要件定義書テンプレート 改定内容の一覧 1/4

調達仕様書テンプレートの、主な改定事項を下表のとおりです。

改定箇所 改定内容

1.1.調達件名 ・ 情報システムのセキュリティ強化を目的とした業務における調達案件名の留意事項をコメントに追記

1.3.調達目的および期待する効果 ・ 記載例の内容を充実化

4.1.設計・開発実施計画書等の作成
(2) 標準ガイドライン遵守

・ 標準ガイドライン本編以外にも遵守すべき内容がある旨をコメントとして追記

4.4.設計
(1) 基本的な要件
ア 基本設計及び詳細設計

・ 本テンプレートはシステム更改を前提としているため、システム更改を前提とした場合の成果物の作成方針を
追記

4.4.設計
(3) 基本設計及び詳細設計の実施（運用・保守）

・ 受託者側で準備するものであるから、運用規程の文言を削除

4.4.設計
(4) 基本設計及び詳細設計の実施（システム方式）
ア 基本設計
イ 詳細設計

・ 基本設計書（システム方式）に記載されている内容を整理。また、イ 詳細設計の内容を簡略化

4.4.設計
(4) 基本設計及び詳細設計の実施（システム方式）
ウ 環境定義

・ IaCに関する記載例を追記

4.15. 成果物の作成
(2) 成果物の納品方法

・ 受託者が成果物作成開始前に、成果物の構成や完成イメージを主管課と協議する記載例を追記

4.17. その他 ・ 「グリーン購入の調達者の手引き」の日付を修正
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調達仕様書テンプレート・要件定義書テンプレート 改定内容の一覧 2/4

調達仕様書テンプレートの、主な改定事項を下表のとおりです。

改定箇所 改定内容

6.3. 個人情報等の取扱い ・ 個人情報等の取扱いに係る文言を修正

6.6. 情報システム監査 ・ 主管課が選定した第三者による情報セキュリティ診断を実施する旨についてコメントとして追記

全般 ・ 文言の平仄統一に係る修正を実施
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改定箇所 改定内容

1.4.業務の実施場所等 ・ タイトルを微修正

2.1.機能に関する事項
(1) 機能一覧

・ 「詳細な機能構成は、要件定義工程にて主管課と協議の上…」の要件定義工程が誤記のため、設計工程
に修正

2.5. 外部インタフェースに関する事項 ・ 連携先システムの担当者への説明に係る要件を追記

3.1.ユーザビリティ及びアクセシビリティに関する事項
(2) ユーザビリティ要件

・ ユーザビリティ確保のために検討すべき観点や留意点について「ユーザビリティガイドライン」及び「ユーザビリティ導
入ガイドブック」を参照するよう追記

3.4.性能に関する事項
(2) 応答時間

表 33 目標レスポンスタイム

・ 目標レスポンスタイムの設定に関するコメントを追記

3.5.信頼性に関する事項
(2) 完全性要件

・ 完全性の説明を修正し、またログ保存期間に対しコメントを追記

3.9.継続性に関する事項 ・ 業務停止を伴う障害発生時における継続性に係る目標値を削除
・ 冗長化及びアベイラビリティゾーンに関する記載を3.5.信頼性に関する事項(1) 可用性要件へ移管

3.10. 情報セキュリティに関する事項
(1) セキュリティ対応方針
表 37 本システムにおけるセキュリティ対応方針
項番３、項番４

・ セキュリティリスクに係る要件を追記

3.12.データマネジメントに関する事項
(2) データの標準化

・ GIFに係るドキュメントの掲載見直しに伴い、GIFに係るドキュメントを削除

3.13.テストに関する事項
表45 テスト要件

項番2 テスト環境

・ 各テスト工程及び利用するテスト環境を追記

調達仕様書テンプレート・要件定義書テンプレート 改定内容の一覧 3/4

要件定義書テンプレートの、主な改定事項は下表のとおりです。

詳細はp.14～15
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改定箇所 改定内容

3.13.テストに関する事項
(3) 総合テスト
表 47 総合テストの主なテスト観点
新規項目
項番8 ロングランテスト

・ ロングランテストに係る要件を追記

3.13.テストに関する事項
(3) 総合テスト

・ キーワード駆動テストに係る記載を削除

3.14.移行に関する事項
(2) 移行計画の作成
表 49 移行計画書の記載内容
項番10 稼働判定基準
(10) 稼働判定

・ 稼働判定基準に係る記載を整理

3.16.教育に関する事項
(3) 教育の実施時期

・ プロジェクトの途中で人事異動等があった場合における概要説明等に係る要件を追記

3.17.運用に関する事項
(5) 主な運用作業一覧

・ 主管課が想定する業務の他に、実施が望ましい作業があれば提案するよう要件を追記

3.18.保守に関する事項
(1) 保守業務の実施

・ 保守業務を実施する際は、可能な限り本システムを稼働させたまま作業を行うよう要件を追記

全般 ・ 表記ゆれ発生箇所を修正

調達仕様書テンプレート・要件定義書テンプレート 改定内容の一覧 4/4

要件定義書テンプレートの、主な改定事項は下表のとおりです。
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調達仕様書テンプレート・要件定義書テンプレート 追記箇所 1/2

可用性・継続性に係る対策の記載修正

◼ 改定の目的

• 可用性と継続性のそれぞれの記載について、通常時における要件を可用性、災害発生時における要件を継続性という形で明確に区分できる形とするため。

◼ 改定箇所

3.5.（1）可用性要件

✓ 複数リージョンに係る記載は3.9.(2)継続性に係る対策を参照するようコメントを追加

✓ 3.9.(2)継続性に係る対策に記載しているマルチAZの記載を3.5.(1)可用性要件に
移動



15

調達仕様書テンプレート・要件定義書テンプレート 追記箇所 2/2

可用性・継続性に係る対策の記載修正

◼ 改定の目的

• （前ページの続き）

3.9. （2）継続性に係る対策

◼ 改定箇所

✓ 3.11(3)ハードウェア構成に記載している複数リージョンに係る記載を3.9.(2)継続
性に係る対策に移動

✓ 過度な要求とならないようコメントを追加

✓ 冗長化に関する記載について、「3.5. (1)可用性要件」に類似記載があるため移動
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